


ルリビタキ

探鳥会のようす

里山には野鳥の住むさまざまな環境があります

除伐材を利用したキノコのホダ木栽培

キノコ観察会のようす

採集したキノコの同定と観察

農村舞台でのアンクルン演奏

四ツ辻西側の竹林整備

種子から育てた自生スミレの育苗管理

ノルディックウォークイベントで里山を散策

田んぼでの稲作体験

畑でのジャガイモ掘り体験

神戸地区で確認したオジロビタキ

　ご存じ「日本野鳥の会」です。
野鳥を通した自然保護、そして自
然に親しむ活動を県下でおこなっ
ています。メインは探鳥会 ( 野鳥
を対象とした自然観察会 )。月平
均 5 ～ 6 回県下の様々なフィール
ドで開催しています。
　神戸地区はさまざまな野鳥に出
会える魅力的なフィールド。この
冬はオジロビタキというとても珍
しい、でもかわいい種も現れまし
た。
　今のところ春と冬の年 2 回、探
鳥会を開催していますが、開園に
向けて増やしていきたいと考えて
います。

神戸地区では現在 15 の市民団体がさまざまな活動を行っています。里山の自然を守り生かしながら、公園の魅力を伝えている皆さんの活動をシリーズでご紹介しています。

・園内の野鳥の観察。
・園内の野鳥の生息調査、研究

代表者：丸谷　聡子
会員数：1150 名
神戸地区での活動開始時期：平成 21 年
連絡担当者：北野　光良
連絡先 TEL：090-6236-6646
E-mai l：mitsuyoshi.kitano@nifty.com

歩手前で壊滅的にアタックされた
ことは悔しいの一言です。
　こういう被害にも負けず、景観
にも配慮、計画的なお米、野菜栽
培に取組み、家族ぐるみで開催イ
ベントへ参加いただき好評をいた
だいています。自然万歳 ! ! !

りに寄与できればと思います。
　当公園予定地では、キノコとい
う生き物をメインキャラクターに
して、様々な生物間の関わりを紹
介し、人と自然の共生する里山の
素晴らしさを理解いただけるよう
な活動を目指しています。

市

活動の概要紹介 主な活動内容

vo l .４民活動団体紹介

　私たちは平成２０年より本格的
に「あいな里山公園」に参画し、
公園の景観づくり活動に挑戦的に
取組んで来ました。藍那ソバの栽
培、蕎麦打ち体験、徹底した無農
薬による野菜・米の耕作、栽培と
行ってきました。樹林管理にも協
力し、樹林の伐採の副産物である
榾木に椎茸菌を打ち、原木椎茸の
栽培にも挑戦しています。藍那の
四季折々の自然のめぐみを探し、
公園を散策するのも大きな楽しみ
の一つです。土筆、ワラビ、筍、栗、
ヤマモモ、柿などがあります。
　しかし、自然の力には人の無力
さを多々感じさせられます。雑草
の繁茂の勢い、イノシシ被害は目
を覆いたくなります。米、サツマ
イモ、サトイモ栽培では収穫の一

代表者：浅井　徹
会員数：57 名
神戸地区での活動開始時期：平成 20 年
連絡担当者：青木　勉
連絡先 TEL：078-821-9764
E-mai l：t.aoki@crocus.ocn.ne.jp

活動の概要紹介

主な活動内容

代表者：岩崎　敦弘
会員数：約 50 名
神戸地区での活動開始時期：平成 14 年
連絡担当者：中嶋　知之
連絡先 E-mai l：freefungi@ybb.ne.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ ：゙http://www.hyogo-kinoko.jp/
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活動の概要紹介

主な活動内容

　兵庫きのこ研究会は、キノコを
通して自然に関する適切な認識を
持つことを目的としています。そ
して、キノコについて学びたい人
を支援し、キノコに関する一定の
知見を持った人材を育てる活動を
行っています。
　食材としての茸を別にすれば、
キノコは私たちの日常生活とあま
り関係のない存在と思われがちで
すが、里山をはじめ、森の存在に
は欠かせない生き物です。キノコ
を含む菌類という生き物が動植物
を含む自然の循環を成立させる大
きな役割を担っているのです。
　こうした多様な生物が互いに生
きるための関係を、人と自然が寄
り添い生きる里と里山の営みに重
ねて、訪れて意味のある公園づく

・観察会の実施
・公園予定地のキノコ･菌類の調査
・キノコのホダ木栽培の試行
・観察場になるキノコの発生環境
を維持するための里山管理

　2001 年、当時のコンサルタン
トからのお誘いで「あいな里山ま
つり」に参加したことから全ては
始まりました。園芸療法小規模作
業所の知的障害者７名が里山を体
験し、学びつつ「知的障害者によ
る里山管理事業」として選ばれま
した。それ以来四ツ辻西側の整備
をコツコツと重ねて 10 年の間美
しい里山を維持してきました。他
にもあいなのスミレの増殖も雑草
と戦いながら続けています。山の
ちょっとした坂を登ることも困難
だったメンバーが今では竹を伐採
し竹を抱えて駆け抜けている姿を
見て 10 年という月日を感じてい
ます。また、「竹を切り竹を演奏
する」というスローガンで、イン
ドネシアの竹製楽器アンクルンの

・四ツ辻西側の竹林、里山整備
・あいな自生のスミレの増殖
　（以上月１回第３金曜に活動）
・イベント、里山まつりに参加
・アンクルン演奏とワークショップ

・農地環境整備（水田管理、畑地
管理、除草）

・ノルディックウォーキングを通
した健康促進イベント開催

代表者：理事長　高野　喜惠
会員数：33 名
神戸地区での活動開始時期：平成 14 年
連絡担当者：事務長　高野　捧
連絡先 TEL：078-785-1516
E-mai l：present-g@hi-net.zaq.ne.jp

演奏を行い好評を得てきました。
　年に一度、里山公園の隣に位置
するしあわせの村でのイベントで
あいなの竹で作った花鉢を用いた
園芸ワークショップや竹細工体験
も行っています。
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